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9
月
定
例
会
の

あ
ら
ま
し

条

例

案

件

事

件

決

議

選
管
委
員

専

決

処

分

水
道
事
業
会
計

補

正

予

算

9
月
定
例
会
は
、8
月
28
日
か
ら
9
月
15

日
ま
で
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

9
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平
成
17
年

度
市
民
病
院
事
業
会
計
並
び
に
水
道
事
業

会
計
の
決
算
認
定
2
件
を
は
じ
め
、
補
正
予

算
案
件
5
件
、
条
例
案
件
12
件
、
事
件
決
議

案
件
8
件
、
専
決
処
分
報
告
案
件
3
件
の
合

計
30
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の

常
任
委
員
会
に
付
託
し
、11
日
、12
日
に
委

員
会
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

本
会
議
第
4
日（
15
日
）に
は
、30
件
に
つ

い
て
各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
議
案
の
審

査
結
果
報
告
が
あ
り
、
採
決
が
行
わ
れ
、い

ず
れ
の
議
案
も
可
決
、
認
定
、
承
認
し
ま
し

た
。同

日
、
人
事
案
件
1
件
が
市
長
よ
り
追
加

提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し

た
。
ま
た
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
補
充
員

の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

請
願
1
件
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
と
し

ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
本
年
2
月
21
日
設
置
さ
れ
ま

し
た
、
三
田
地
域
振
興
株
式
会
社
の
管
理
運

営
等
調
査
特
別
委
員
会（
百
条
委
員
会
）の

調
査
結
果
に
つ
い
て
、
委
員
長
よ
り
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

（
7
・
8
面
に
調
査
結
果
報
告
の
概
要
を
掲

載
）一

般
質
問
は
、
本
会
議
第
2
日
及
び
第
3

日
に
行
な
わ
れ
、11
名
の
議
員
が
市
政
全
般

に
わ
た
っ
て
疑
問
点
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

（
4
〜
6
面
に
質
問
の
概
要
を
掲
載
）

人

事

案

件

三
田
市
公
益
目
的
通
報
者
保

護
条
例
の
制
定
に
伴
い
、
平
成

18
年
10
月
1
日
か
ら
新
た
に
設

置
す
る
三
田
市
行
政
監
察
員
に

土
井

ど

い

憲
三

け
ん
ぞ
う

氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

決

算

認

定

市
民
病
院
事
業
会
計

企
業
会
計
決
算
の
概
要

平
成
17
年
度
は
、
市
民
病
院

の
使
命
で
あ
る
急
性
期
診
療
を

担
う
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

の
機
能
充
実
に
向
け
て
取
組
み

ま
し
た
。
な
か
で
も
市
民
ニ
ー
ズ

の
高
い
救
急
医
療
部
門
に
つ
い

て
、
体
制
の
充
実
に
努
め
、
救
急

患
者
の
受
入
れ
が
大
幅
に
改
善

し
ま
し
た
。
加
え
て
、
脳
卒
中
セ

ン
タ
ー
の
開
設
や
循
環
器
科
の

充
実
を
進
め
、ガ
ン
治
療
と
と
も

に
3
大
成
人
病
治
療
の
体
制
も

ほ
ぼ
整
う
な
ど
、
市
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

一
方
、経
営
健
全
化
の
取
組
み

に
よ
っ
て
、
入
院
収
益
で
は
、
急

性
期
入
院
加
算
の
取
得
を
は
じ

め
、病
診
連
携
に
よ
る
紹
介
患
者

の
確
保
を
行
い
、患
者
数
は
前
年

度
に
比
べ
5，
1
1
5
人
の
増
加
、

収
益
は
4
億
8，
6
3
0
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
外
来
収
益
で
は
、か
か
り

つ
け
医
の
奨
励
な
ど
に
よ
り
患
者

数
は
前
年
度
に
比
べ
1
0，
9
9
1

人
減
少
し
ま
し
た
が
、収
益
は
2，

7
1
0
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

費
用
で
は
、
診
療
に
要
し
た

材
料
費
、
経
費
な
ど
が
増
加
し

た
た
め
、5
億
4，
7
9
0
万
円

の
純
損
失
と
な
り
、
大
幅
な
収

支
改
善
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
前
年
度
に
比
べ
赤
字
額
が

若
干
減
少
し
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
で
は
、老
朽
化
し

た
医
療
機
器
の
更
新
や
施
設
の

修
繕
な
ど
に
よ
り
2
億
9，
3
2

0
万
円
の
収
支
不
足
と
な
り
ま

し
た
が
、こ
の
不
足
額
は
損
益
勘

定
留
保
資
金
で
補
て
ん
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
12
年
度
か
ら
着
手
し
た

第
9
次
拡
張
計
画
に
基
づ
き
、未

給
水
区
域
の
解
消
を
図
る
た
め
、

前
年
度
に
引
き
続
き
大
川
瀬
地

区
を
中
心
に
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

決
算
の
内
容
で
は
、収
益
的
収

支
で
、給
水
人
口
は
減
少
し
ま
し

た
が
有
収
水
量
の
増
な
ど
に
よ

り
4，
9
4
2
万
円
の
純
利
益
を

計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
資
本
的

収
支
で
は
、改
良
事
業
の
実
施
や

企
業
債
の
償
還
な
ど
に
よ
り
4

億
9
1
7
万
円
の
収
支
不
足
と
な

り
ま
し
た
が
、こ
の
不
足
額
は
当

該
年
度
消
費
税
資
本
的
収
支
調

整
額
及
び
損
益
勘
定
留
保
資
金

で
補
て
ん
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、前
年
度
に
引
き
続

き
企
業
債
の
金
利
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
企
業
債
の
借
換

公
営
企
業
会
計
決
算
認
定
2

件
は
、生
活
環
境
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、委
員
会
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
、病
院
会
計
審
査
の
中
で
、

委
員
か
ら
経
営
の
指
標
で
あ
る
医

業
収
支
比
率
が
93
・
4
％
と
な
っ
て

い
る
が
、今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、現
在
病

院
の
赤
字
額
が
5
億
円
を
超
え
て

い
る
が
、こ
れ
を
3
億
円
程
度
に

削
減
し
な
い
と
、こ
れ
か
ら
予
測

さ
れ
る
大
規
模
修
繕
や
高
度
医

療
機
器
の
買
替
え
に
対
応
す
る

資
金
の
確
保
が
困
難
と
な
り
、安

定
的
運
営
が
難
し
い
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、病
床
利

用
率
向
上
の
取
組
み
、医
師
の
確

保
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
状
況
、

入
院
患
者
・
外
来
患
者
の
増
減
理

由
、医
師
・
看
護
師
の
意
識
改
革

な
ど
に
つ
い
て
当
局
を
質
し
ま
し

た
。次

に
、水
道
会
計
審
査
の
中
で
、

委
員
か
ら
水
需
要
が
伸
び
悩
む

中
、財
政
の
硬
直
化
の
要
因
で
あ

る
県
水
受
水
協
定
水
量
・
日
量

3
9，
2
0
0
ト
ン
の
見
直
し
が
で

き
な
い
か
説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

平
成
20
年
度
に
料
金
改
定
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、若
干
の
単
価
引

下
げ
は
期
待
で
き
る
が
、協
定
水

量
の
変
更
は
全
県
下
的
な
問
題

で
も
あ
り
、
極
め
て
難
し
い
と
の

回
答
で
し
た
。こ
れ
に
対
し
、各
委

員
か
ら
は
人
口
の
伸
び
が
見
込
め

な
い
今
、
水
道
財
政
の
健
全
化
、

ま
た
、将
来
の
市
民
に
負
担
を
転

嫁
し
な
い
た
め
に
も
、
現
在
の
協

定
水
量
の
見
直
し
が
図
れ
る
よ
う

に
、市
長
を
先
頭
に
県
に
対
し
て

要
望
す
る
よ
う
意
見
が
あ
り
ま

え
の
実
施
、ま
た
、
上
水
道
事
業

と
簡
易
水
道
事
業
と
の
統
合
に

よ
る
経
営
の
効
率
化
、合
理
化
な

ど
経
営
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

倫
理
条
例
」。

19
年
6
月
30
日
を
も
っ
て
、
三

田
市
民
会
館
の
一
般
へ
の
供
用

を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
う「
三
田

市
民
会
館
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
」。有馬

富
士
自
然
学
習
セ
ン
タ

ー
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行

わ
せ
、
あ
わ
せ
て
、
利
用
料
金
を

当
該
指
定
管
理
者
の
収
入
と
し

て
収
受
さ
せ
る
た
め
改
正
す
る

「
三
田
市
立
有
馬
富
士
自
然
学
習

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」。

本
年
10
月
1
日
か
ら「
ほ
た
る

が
お
か
公
園
」ほ
か
2
公
園
の
供

用
を
開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所

要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め

改
正
す
る「
三
田
市
都
市
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」な

ど
計
12
件
で
す
。

都
市
計
画
道
路
天
神
武
庫
が

丘
線
築
造
工
事
請
負
契
約
の
締

結
を
は
じ
め
市
営
住
宅
の
明
渡

し
並
び
に
滞
納
家
賃
及
び
損
害

賠
償
を
請
求
す
る
た
め
提
起
す

る「
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
」、
市

道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
な
ど
、

計
8
件
で
す
。

職
員
に
よ
る
収
賄
被
疑
事
件

に
関
し
、
市
政
の
混
乱
を
招
い
た

こ
と
に
対
し
、
市
長
と
助
役
、
収

入
役
の
本
年
8
月
分
の
給
与
を

そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
た
め
改
正

し
た「
特
別
職
に
属
す
る
常
勤
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」を
は
じ
め
下
水

道
事
業
会
計
及
び
水
道
事
業
会

計
に
お
い
て
、
高
金
利
対
策
、
高

料
金
対
策
と
し
て
借
換
債
の
許

可
が
あ
り
、借
換
え
に
あ
た
り
早

急
に
予
算
の
補
正
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
市
長
が

専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

本
市
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推

進
体
制
を
確
立
す
る
た
め
制
定

す
る「
三
田
市
公
益
目
的
通
報
者

保
護
条
例
」及
び「
三
田
市
職
員

し
た
。こ
の
ほ
か
、第
9
次
拡
張
事

業
の
進
捗
状
況
と
見
通
し
、水
道

料
金
の
未
収
対
応
、自
己
水
源
の

確
保
と
有
効
活
用
な
ど
に
つ
い
て

当
局
を
質
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
公
益
目
的

通
報
者
保
護
条
例
及
び
職
員
倫

理
条
例
の
施
行
に
伴
う
経
費
と

し
て
1
8
4
万
円
、
自
動
体
外
式

除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）設
置
事
業

費
67
万
円
、7
月
の
梅
雨
豪
雨
に

よ
る
山
腹
崩
壊
箇
所
の
治
山
事

業
費
1，
7
0
0
万
円
、
民
間
開

発
団
地
内
市
道
認
定
事
業
費
3

6
0
万
円
及
び
認
定
市
道
の
崩

落
防
止
工
事
費
1，
5
0
0
万
円
、

精
神
障
害
者
小
規
模
作
業
所
運

営
補
助
4
4
0
万
円
、
公
共
下
水

道
区
域
変
更
に
伴
う
賠
償
金
60

万
円
な
ど
、
新
規
事
業
費
で
4，

4
0
9
万
円
、
行
革
実
施
に
よ
る

職
員
被
服
貸
与
費
減
額
な
ど
事

業
費
の
変
動
に
よ
り
9
8
7
万

円
、
合
わ
せ
て
5，
3
9
6
万
円

の
増
額
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
で
、10
月
よ
り
制

度
が
新
設
さ
れ
る
保
険
財
政
安

定
化
事
業
へ
の
拠
出
金
な
ど

2
億
9，
4
3
8
万
円
、
老
人
保

健
医
療
事
業
会
計
で
、
過
年
度

収
入
精
算
返
納
金
な
ど
3
7
0

万
円
、
介
護
保
険
事
業
会
計
で
、

過
年
度
収
入
精
算
返
納
金
2，
2

7
7
万
円
を
、
ま
た
、
企
業
会
計

で
は
、
水
道
事
業
会
計
で
、
北
摂

三
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
拡
張
事
業
費

な
ど
6，
9
8
9
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

〓

委
員
会
の

審
査
報
告
か
ら〓

三田市公益目的通報者保護条例及び三田市公益目的通報者保護条例及び
職員倫理条例など職員倫理条例など3131議案可決議案可決

定
例
会
最
終
日
の
本
会
議

で
任
期
満
了（
9
月
25
日
付
）

と
な
る
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
並
び
に
同
補
充
員
の
選
挙

が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
当
選

し
ま
し
た
。

（
任
期
4
年
）

・
選
挙
管
理
委
員

中
川

な
か
が
わ

勝
子

か

つ

こ

氏

大
西

お
お
に
し

勲
い
さ
お

氏

新
谷

し
ん
た
に

隆
博

た
か
ひ
ろ

氏

岡
田

お

か

だ

肇
は
じ
む

氏

・
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

（
順
位
順
）

東
郷

と
う
ご
う

政
昭

ま
さ
あ
き

氏

小
松

こ

ま

つ

英
子

ひ

で

こ

氏

福
本

ふ
く
も
と

妙
子

た

え

こ

氏

野
口

の

ぐ

ち

和
子

か

ず

こ

氏

決算認定とは？
予算がどのように使われて、どのような成果をあげたかを判定することで、予算議決権と対応する議会の大事な権限です。


